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編集
後記

　小誌がお手元に届く頃は，受験シーズン真最中。誰
もが歩んできた道とはいえ，受験生と保護者は大変な
ことだと思います。努力された人には幸あれと心より
祈っています。
　医学部の入試には医師を養成するという性格上，面
接があります。いつから始まったかは定かでありませ
んが，今ではほとんどの大学で採用されています。大
学評価学位授与機構は入試面接をしていない大学には
低い評価をするとの指導（脅し）もあり，入試面接を
始めた大学もあると聞きます。もし本当だとすれば，
大学の独自性が失われかねず，本末転倒なことです。
　入試面接が，優れた医師や研究者を養成するのにど
れほど効果があるのか，という疑問は常に指摘されて
きました。短い時間で人を評価できるのか，人の一生
を面接という主観で決めてよいのかという，入試面接
に否定的な意見もあります。
　受験生の面接に対する準備は，試験官よりはるかに
されていることも問題です。予備校などでは面接の練
習をし，入試当日に質問された内容はすでに履修済み
のことが多いと聞きます。入試面接がテクニックと
なっているのです。これではややもすると，表面上だ
けの優等生を採用していることになりかねません。
　面接で高得点を取る受験生は，おおむね女子学生と
社会人。私の大学時代を思い起こしても，20 歳足らず
の男子学生が教官の前で，よどみなくインパクトのあ
る返答をするとは考えられず，私たちの時代に入試面
接がなかったことは幸いだったと思いながら面接にあ
たっています。

　入試面接ではじめにされる質問は決まって，「なぜこ
の大学を受験しましたか？」。続いて「なぜ医師にな
ろうと思うのですか？」です。これら想定内の質問に
受験生は余裕を取り戻して答えますが，カンニング
（？）をしたのかと疑わんばかりに同じ答えが 続きま
す。
　「患者さんに優しい医者になりたい」　 
　立派な答えなのですが，どこか深みが感じられず物
足りなさが残ります。18 歳の学生にこれ以上求めるの
はかわいそうですが，心に響くものではありません。
　私は大学生時代，何の講義か忘れましたが，その中
で，「君たちは大医になれ。中国のことわざに『小医
は病を癒し，中医は人を癒し，大医は国を癒す』があ
る」との話が印象的で，せめて中医にはなりたいと思っ
てきました。
　最近私が心を打たれた韓流ドラマに「ホ・ジュン」
があります。16 世紀に実在した医師の話です。身分制
度が過酷な世の中で，賤民から王を診る医師にまで登
り詰めたホ・ジュン。人としての生き方を教えられま
す。「矜恤（きょうじゅつ）の心をもつ真の医師『心
医』とは？」を改めて考えさせられるドラマです。
　17 世紀フランスの外科医パレがいう「時に治すこと
ができる。しばしば和らげることができる。慰めるこ
とはいつでもできる。医学はいつでもできることをし
ばしば放棄して，時々しかできない治すことに集中し
ている」に通ずるものです。あるべき医師の姿は，古
今東西同じです。面接を通じて，「心医」の卵を選び
たいものです。　　　　　　　　　　　 （郡　健二郎）
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